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福生市総合防災
訓練にて

2面平成29年度決算が認定されました　3面第36回『税を考える週間』書道展の作品展示　4面銀座商栄会のイベント情報！
5面介護保険のお知らせ　6面都営住宅入居者募集　7面「軽スポーツ＆とん汁会」・「一日プレイパーク」を同時開催！

今号の主な記事

福生市 11 月のイベント

3日㈷ 第25回福生市青少
年の意見発表大会

10日㈯ 秋のウォーキング

17日㈯
昭島・福生恋のツ
バサ協議会「恋す
るバスツアー」

～
11月18日㈰福生市民文化祭
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市の木 ･もくせい

ふっさ

　　

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
ど
こ
か
に
出
か
け
た

く
な
る
よ
う
な
秋
晴
れ
で
し
た
が
、

２
，
４
０
０
人
を
超
え
る
市
民
の

皆
さ
ん
、
関
係
団
体
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
日
本
各
地
で
、
大
地
震

や
台
風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
や

強
風
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受

け
、
改
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
生
市
は
地
盤
が
固
く
、
早
い

時
期
か
ら
上
下
水
道
等
都
市
基
盤

の
整
備
が
行
わ
れ
て
き
た
お
か
げ

で
、
自
然
災
害
に
強
い
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
強
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
昨
年
完
成

し
た
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
で
、
災

害
時
対
応
施
設
と
し
て
の
機
能
を

初
め
て
実
践
的
に
確
認
す
る
こ
と

も
で
き
、
地
元
の
方
々
に
も
安
心

し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
の
第
一
小

学
校
で
は
、
児
童
が
真
剣
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
姿
も
目

に
し
ま
し
た
。
大
人
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
児
童
・

生
徒
に
こ
の
よ
う

な
機
会
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
ま
ず
重
要
な
の
は
、

「
自
助
」「
共
助
」
で
あ
る
と
今
ま

で
も
繰
り
返
し
お
話
し
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
「
自
分
の
身

を
守
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 自

分
の
身
を
守
る

10 月13㈯・14㈰に第 30回インター
ナショナルフェアが開催されました！

まちの写真ニュース

　さまざまな事情から親元で暮らすことのできない子どもたちを里親家庭に
迎えて、養子縁組を目的とせずに育てていくことを「ほっとファミリー（養育
家庭）」といいます。
　体験発表会では、ほっとファミリーとして活躍されている里親さんの子育て
の苦労話や喜びなどの実体験を聞くことができます。
　今回は里子として養育家庭で育った経験を持つ方と、その里子さんを育てた
里親さんとの対談形式での発表会を開催します。

【日時】12 月 1 日㈯午後 2時～ 4時
【場所】さくら会館 3階ホール
【問合せ】東京都立川児童相談所☎ 523・1321、子ども家庭支援センター 
☎ 539・2555 ※託児を希望される方は 11 月 22 日㈭までにご相談ください。

　民生委員は、「児童委員」を兼ねています。また、
児童委員の中で、子どもに関する支援活動を専門に
行っているのが「主任児童委員」です。
　主任児童委員は、子ども家庭支援センター、学校、
保健所、児童館など関係団体と連携しながら、地域
の子ども達を見守っているほか、子育て中の心配事
や悩み事など、相談の内容に応じて、児童委員とと
もに支援や各機関への連絡を行っています。
　お住まいの地域の担当児童委員を紹介しますの
で、お問い合わせください。秘密は厳守します。

【問合せ】社会福祉課福祉総務係☎ 551・1522

　自分で助けを求めることができない子もいます。また、親も子育ての悩みや周囲から

の孤立、経済的な問題などから虐待に至り、助けを求められずにいる場合があります。
虐待を防ぐには、家族、近隣など地域で支え、見守っていくことが必要です。
▼気付いてください「虐待のサイン」
〈子どもの様子〉
・不自然なあざや傷がある 
・衣服や身体がいつも汚れている
・表情が乏しく笑顔が少ない
・おびえて家に帰りたがらないなど

児童虐待防止推進月間

  法律でも児童虐待を受けたと思われる児
童を発見した者は通告する義務があり、そ
れが虐待でなかった場合でも責任は問われ
ません。連絡は匿名でも可能です。通告者
や連絡内容に関する秘密は守られます。
〈子どもに関する相談窓口〉
①子ども家庭支援センター ( 福生市北田園

2-5-7 福生市子ども応援館１階 )
【時間・電話番号】月～土曜日午前 8 時 30
分～午後 5時 15 分・☎ 539・2555
②東京都立川児童相談所 ( 立川市曙町
3-10-19）

【時間・電話番号】月～金曜日午前 9 時～
午後 5時・☎ 523・1321

は です

養育家庭体験発表会を開催します 民生委員・児童委員は、地域の子ども達を見守っています

▲東京都民生委員・
児童委員イメージ
キャラクター「ミン
ジー」

11 月

■～通告は支援の始まり～
　「虐待かも？」と思ったらすぐに通告してください

■地域の支え、見守りを

〈親の様子〉
・地域の中で孤立している 
・子どものけがや病気を医者に見せようとしない 
・小さな子どもを置いたままで度々外出している   
など

関連情報

「未来　　命　 繋　 189（いちはやく）」
（平成 30 年度「児童虐待防止推進月間」標語）

へと を ぐ ※ ※児童相談所全国共通ダイヤル


